
18Zaikai Kyushu / JUL.2022

　大手企業だけでなく中小の一部でも在宅
勤務を基本としながら、必要に応じて出社す
るリモートワークという働き方が、今やスタン
ダードになりつつある。また、出社を要する場
合であっても、業務内容に応じて最適な場所
を自由に選んで仕事をするスタイルもトレン
ドになっている。ただ、課題になっているのは
社内コミュニケーションの維持だ。社員の孤
立化を防ぐため、常にチャットや通話で連絡
を取るなど各社は工夫している。

題
」（「
東
ア
ジ
ア
へ
の
視
点
」
22
年
6
月
号
）
に
は
、

今
年
1
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
九
経
連
会
員
企
業

1
1
0
0
社
を
対
象
に
調
査
し
た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

実
施
率
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
緊
急

事
態
宣
言
下
だ
っ
た
昨
年
8
月
で
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
を
実
施
し
た
企
業
の
方
が
多
か
っ
た
が
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
が
発
生
し
た
昨
年
12
月
で
は
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
を
実
施
し
な
か
っ
た
企
業
の
方
が
上
回
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
普
及
し
た
の
は
在
宅
勤

務
だ
け
で
は
な
い
。
職
場
で
は
、
作
業
内
容
に
応

じ
て
自
由
に
場
所
を
移
動
し
な
が
ら
勤
務
で
き
る

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
ワ
ー
キ
ン
グ
」

（
A
B
W
）
が
広
ま
っ
て
い
る
。
自
席
が
固
定
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
部
署
の
垣
根
を
越
え
て
利
用
で
き
る

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
た
め
の
防

音
ブ
ー
ス
、
作
業
に
集
中
す
る
た

め
の
半
個
室
の
ブ
ー
ス
な
ど
を
個

人
が
都
合
に
合
わ
せ
て
選
択
す
る

働
き
方
だ
。
い
ず
れ
も
リ
モ
ー
ト

が
前
提
と
な
っ
て
可
能
に
な
っ
た

働
き
方
で
、
A
B
W
の
た
め
に
職

場
を
改
装
し
た
企
業
も
少
な
く
な

い
。
昨
年
9
月
福
岡
市
に
完
成
し

　
　

リ
モ
ー
ト
導
入
企
業
は
3
割
弱

午
前
在
宅・午
後
出
社
も
増
加

　
九
州
経
済
調
査
協
会
が
ま
と
め
た
「
九
州
経
済
白

書
」（
2
0
2
1
）
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
勤

務
な
ど
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
い
る
企
業

数
は
九
州
全
体
の
27
・
7
％
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
「
コ

ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
場
合
で
も
期
限
の
定
め
な
く
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
」
と
回
答
し
た
企
業
は

全
体
の
25
・
1
％
。
こ
れ
ま
で
は
主
に
在
宅
で
の
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
多
か
っ
た
が
、
収
束
後
は
生
産
性

の
向
上
や
自
由
な
働
き
方
を
実
現
さ
せ
る
目
的
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
か
ら
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
広
が

る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も

週
の
う
ち
数
日
出
社
し
て
、
残
り

を
在
宅
勤
務
し
た
り
、
午
前
中

は
在
宅
で
午
後
か
ら
出
社
と
い
っ

た
「
テ
レ
ハ
ー
フ
」
と
呼
ば
れ
る

勤
務
ス
タ
イ
ル
も
増
え
て
い
る
。

　

九
州
経
済
連
合
会
と
研
究
調

査
機
関
の
ア
ジ
ア
成
長
研
究
所

が
ま
と
め
た
「
テ
レ
ワ
ー
ク
（
在

宅
勤
務
）
の
実
施
状
況
と
課

DXで脱炭素を支援するアークエルテクノロジーズ
は、リモート中のコミュニケーションを活性化さ
せるため、雑談専用のチャットを開設

リモートワーク

コロナ禍を契機に定着or回帰？

「社会経済スタイル」

課
題
に
な
っ
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は〝
チ
ャ
ッ
ト
〟で

大
手
で
は
働
き
方
と
し
て
急
速
に
定
着
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た
「
天
神
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
」
に
入
居
す
る
多
く

の
企
業
は
、
A
B
W
に
対
応
し
た
内
装
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
職
種
や
企
業
の
慣
習
に
も
よ
る
だ
ろ
う
が
、

必
要
な
と
き
に
だ
け
出
社
し
、
働
く
場
所
を
自
由
に

選
ぶ
ス
タ
イ
ル
は
今
や
一般
的
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
　

社
内
連
絡
は
チ
ャ
ッ
ト
で
共
有

在
宅
前
提
で
職
場
は
座
席
減
も

　

20
年
4
月
の
緊
急
事
態
宣
言
で
多
く
の
企
業
が

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
導
入
に
追
わ
れ
た
中
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
や
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
取
り
扱
う
企
業
は
、

素
早
く
対
応
し
た
。
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
で
企
業
の
脱
炭
素
を
支
援
す
る

ア
ー
ク
エ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
（
福
岡
市
）
は
、
創

業
し
た
18
年
か
ら
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
で
社
内
連
絡
を

図
っ
て
き
た
。
宮
脇
良
二
社
長
は
県
外
や
海
外
出
張

が
多
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
日
常
的
だ
っ
た
こ
と

へ
の
対
応
だ
っ
た
。

　

同
社
は
普
段
の
連
絡
を
基
本
的
に
チ
ャ
ッ
ト
で

行
う
。
チ
ャ
ッ
ト
内
容
は
全
社
員
に
公
開
さ
れ
て
お

り
、
後
か
ら
見
返
す
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
リ
ア
ル

に
比
べ
て
社
内
合
意
に
誤
解
が
生
じ
る
可
能
性
が

低
い
。
た
だ
、
チ
ャ
ッ
ト
内
は
、
業
務
連
絡
が
多
く

を
占
め
る
た
め
、
雑
談
専
用
の
チ
ャ
ッ
ト
を
開
設
す

る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
る
。
同
社
の
西
森
悠
介
取
締
役
は
「
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
で
感
じ
る
社
員
の
孤
独
感
を
解
消
す
る
こ
と

が
目
的
」
と
話
す
。

　

た
だ
、
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
な
ど
、
重
要
な

議
論
を
要
す
る
場
合
に
は
適
宜
、
担
当
者
が
出
社

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
場
合
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
な
ど
細
か
な
情
報

が
伝
わ
ら
な
い
」
た
め
だ
。

　
N
T
T
ド
コ
モ
九
州
支
社
（
同
市
）
も
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
積
極
的
だ
っ
た
。
社
員
の
自

由
な
働
き
方
を
推
進
す
る
た
め
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
勤
務
で
き
る
ス
タ
イ
ル
の
実
現
を
目
指
し
て
支
社

ビ
ル
の
フ
ロ
ア
の一部
を
昨
年
、
改
装
し
た
。
そ
の
フ

ロ
ア
で
勤
務
す
る
社
員
が
全
て
出
社
し
な
い
こ
と
が

前
提
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
座
席
数
を
減
ら
し
て
フ

リ
ー
ア
ド
レ
ス
制
に
し
て
い
る
。

　

同
支
社
は
20
年
に
「
九
州
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
、
全

社
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
容
易
に
連
絡
で
き
る
環
境
を

整
備
し
た
。
そ
の
一つ
が
、
リ
モ
ー
ト
中
を
含
む
全

て
の
社
員
が
自
由
に
参
加
で
き
る
ウ
ェ
ブ
会
議
だ
。

部
署
に
関
係
な
く
誰
で
も
発
言
で
き
、
ま
た
「
ラ

ジ
オ
会
議
」
と
称
し
て
聞
く
だ
け
の
参
加
も
で
き
る
。

ど
こ
に
い
て
も
他
の
部
署
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

通
話
で
リ
モ
ー
ト
の
孤
立
防
ぐ

重
要
な
会
議
は
や
は
り
現
場
で

　

サ
ン
ト
リ
ー
酒
類
九
州
支
社
（
同
市
）
は
、
最

初
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
前
日
ま
で
に
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
体
制
を
整
え
て
い
た
。
し
か
し

同
支
社
企
画
部
に
よ
る
と
「
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
同
程

度
の
仕
事
を
維
持
で
き
る
か
当
時
は
不
明
だ
っ
た
」

と
い
う
。

　
と
い
う
の
は
、
取
引
先
が
リ
モ
ー
ト
に
対
応
し
な

い
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
こ
で
必
要
な
場
合
に

は
出
社
し
、
あ
と
は
基
本
的
に
リ
モ
ー
ト
と
し
た
。

　

同
支
社
が
リ
モ
ー
ト
で
心
掛
け
た
の
は
前
出
の
2

社
同
様
、
社
員
間
の
普
段
の
連
絡
。
中
で
も
重
視
し

た
の
は
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ソ
フ
ト
を
使
っ
た

通
話
な
ど
音
声
に
よ
る
連
絡
方
法
だ
っ
た
。
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
の
導
入
を
指
示
し
た
1
人
、
川
村
広
樹
企

画
部
長
に
よ
る
と
「
い
つ
で
も
チ
ャ
ッ
ト
で
き
る
環
境

に
あ
る
と
は
い
え
、
在
宅
が
続
く
と
孤
独
に
な
り
や

す
い
。
そ
こ
で
お
互
い
が
声
を
聞
け
る
環
境
に
な
れ

ば
、
限
り
な
く
リ
ア
ル
に
近
づ
け
る
と
考
え
た
」
と

い
う
。
ま
た
、
リ
モ
ー
ト
を
き
っ
か
け
に
既
存
業
務

の
棚
卸
し
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
今
後
は
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
が
当
た
り
前
に
な
る
と
分
か
り
、
職
場
の
フ
ァ

ク
ス
機
器
を
全
て
処
分
し
た
。「
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か

け
に
働
き
方
を
見
直
し
た
意
義
は
大
き
い
」
と
話
す
。

　
N
E
C
（
東
京
）
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
新
た
な

働
き
方
「
ス
マ
ー
ト
ワ
ー
ク
2
・
0
」
を
昨
年
か
ら

進
め
て
い
る
。
同
九
州
支
社
（
福
岡
市
）
は
、
関
連

7
社
を
天
神
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
に
集
約
さ
せ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
A
B
W
や
リ
モ
ー
ト
勤
務
を
取
り

入
れ
た
。
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
策
定
す
る
N
E
C
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
九
州
C
S
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
と
「
リ
モ
ー
ト
で
通
勤
・
移
動
時
間
が
削
減
さ
れ
、

効
率
化
さ
れ
た
こ
と
で
家
族
と
過
ご
す
時
間
が
増

え
た
。
半
面
、
職
場
で
の
気
軽
な
会
話
が
な
く
な
っ

た
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
増
え
た
」
と
い
う
。

　

地
場
中
小
で
も
リ
モ
ー
ト
会
議
は
定
着
し
つ
つ
あ

る
が
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
が
散
見
さ
れ
た
。

リ
ア
ル
と
の
併
用
は
今
後
も
続
く
と
み
ら
れ
る
。


